
善 意 銀 行
社協に寄せられた善意の心 ありがとうございます

（9月～12月）
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あい…Ｉ（わたし）・愛情・助け合い・支えあい

ゆう…Ｙｏｕ（あなた）・友情・優しい

ヒント：災○ボラ○ティア○ンター

〒379－1203　昭和村大字糸井６２４番地
昭和村社会福祉協議会「社協だより係」まで

・官製ハガキに答え、住所、氏名、年齢、職業、
　社協へのご意見･ご質問等を必ず書いて送って下さい。
・昭和村居住、勤務の方に限ります。
・正解者の中から３名の方に「昭和の湯」
　利用回数券（２，０００円券）を差し上げます。
・発表は発送に替えさせていただきます。
・締め切りは２月２８日（金）  ※当日消印有効

前号の答えは『ソーシャルワーカー』でした

あて先

応募規定

昭和の湯HP　http://higaerionsen.jp/showanoyu/
昭和の湯フェイスブック　https://www.facebook.com/showanoyu

（第８５号）（１０）令和２年１月２５日

ちょっと一言・・・

社会福祉協議会総務係

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

　
皆
さ
ん
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
は
ご
存
知
で
す
か
。
内
科
を
受

診
し
た
時
に
医
師
よ
り
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
せ
ず

に
咳
・
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
２
〜
３
メ
ー
ト
ル
飛

ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

●
　

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
が
無
い
場
合
は
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、
顔
を
他
の
人
に
は
向
け

ず
に
、
で
き
れ
ば
１
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

　

●
　

使
用
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
フ
タ
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し

ょ
う
。

　

●
　

咳
・
く
し
ゃ
み
を
抑
え
た
手
、
鼻
を
か
ん
だ
手
は
直
ち
に
洗

い
ま
し
ょ
う
。

　

●
　

マ
ス
ク
の
着
用
は
説
明
書
を
読
ん
で
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
感
染
症
の
時
期
で
す
の
で
、
う
が
い
、
手
洗
い
を
し
て
体
調

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

　災害が起こった時、被災者がボランティアの方々の
力を借りて、一日でも早く安心した生活を取り戻され
ることを目的に設置されます。地域住民や関係機関と
協力しながら「ボランティアの力を借りたい」という
被災者の思いと、「被災者の力になりたい」というボラ
ンティアの方々の思いをつなぎ、被災された地域が少
しでも早く元気になるような支援や作業を行います。

第85号
令和２年１月25日

〒379－1203 群馬県利根郡昭和村大字糸井624番地
TEL 0278－20－1126　FAX 0278－24－5161
E－mail  showa-shakyou.1.10.2＠bz01.plala.or.jp
ホームページアドレス  http://www.showa-shakyo.jp

社会福祉法人
昭和村社会福祉協議会

社協だより

　１０月６日（日）福祉を身近に感じ理解と認識を深めていただくことを目的に、昭和の秋まつりに合わ
せ福祉まつりを開催しました。この催しは福祉団体・福祉施設及び関係各位の協力を得て開催するもの
で、今回で２３回目となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※４頁に詳細を掲載

　１０月６日（日）福祉を身近に感じ理解と認識を深めていただくことを目的に、昭和の秋まつりに合わ
せ福祉まつりを開催しました。この催しは福祉団体・福祉施設及び関係各位の協力を得て開催するもの
で、今回で２３回目となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※４頁に詳細を掲載

基本理念
（平成２５年４月１日制定） 

私たちは、地域福祉を推進するために、地域の皆さんや関係機関と協力しあい、「誰もが幸せに」暮らせる福祉の村づくりを目指します。
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横
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青
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社 協 だ よ り

パラスポーツ体験
 （ボッチャ）

パラスポーツ体験
 （ボッチャ）

薬物乱用防止

   啓発活動 福祉バザー

赤い羽根募金活動

福祉用具体験

パラスポーツ体験

 （車
いすバスケット）

一、金　　１２，０００円 … 藤森工業（株） 様
一、金　　１０，０００円 … （株）新鮮便 様
一、金　１３０，４００円 … 味の素ファインテクノ（株） 様
一、金　３３４，９７５円 … 昭和村ボランティア協議会(福祉バザー) 様
一、金　　１０，０００円 … 昭和村農業委員会 様
一、金　　５０，０００円 … 昭和村ふるさと大使 小嶌美智子 様
一、金　１５０，７５５円 … 昭和村舞踊協会 様
一、金　２００，０００円 … 昭和村ゴルフクラブ連合会 様
一、金　 　 ３，８３２円 … ちびっこ商店街 様
一、金　　１０，０６８円 … 昭和村商工会青年部 様
一、金　 　 ６，８０４円 … 昭和村商工会 様
一、金　　１０，０００円 … 昭和村そば生産組合 様
一、金　 　 ８，１５０円 … 横浜市少年自然の家 赤城林間学園 様
一、金　　９０，７９６円 … 昭和村老人クラブ連合会(一円玉募金) 様
一、金　　　5，000円 … 加藤米子 様
一、金　　　5，000円 … オパールかき氷屋 様



台
風

15 
号
及
び
台
風

19 
号 

災
害
の
対
応
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

 

１
．
台
風
15
号
の
対
応
に
つ
い
て

　10
月
５
日（
土
） 

● 

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
要
請
で
千
葉
県
君
津
市
災
害

　
〜
９
日（
水
）　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
職
員
を
１
名
派
遣

　

 

２
．
台
風
19
号
の
対
応
に
つ
い
て

　10
月
16
日（
水
） 

● 

群
馬
県
富
岡
市
で
７
名
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
21
日（
月
） 

● 

栃
木
県
鹿
沼
市
で
１
名
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

11
月
１
日（
金
） 

● 

職
員
２
名
が
栃
木
県
佐
野
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
〜
３
日（
日
）　
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
る

　
　
２
日（
土
） 

● 

栃
木
県
佐
野
市
で
３
名
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
９
日（
土
） 

● 

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会（
介
護
福
祉
士
会
）の
要
請
で
ぐ

　
〜
13
日（
水
）　
ん
ま
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ（
群
馬
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
長
野
県
長
野
市
内
の
避
難
所
に
職
員
１
名
を
派
遣

　
　
19
日（
火
） 

● 

佐
野
市
で
１
名
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
22
日（
金
） 

● 

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
要
請
で
栃
木
県
佐
野
市
災

　
〜
26
日（
火
）　
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
職
員
１
名
を
派
遣

　社会福祉協議会ではペットボトルのキャップを集
めることにより、発展途上国の子ども達にワクチン
を届けるボランティア活動を通じ、地球の環境保全
と世界の子ども達の命を守ろうというエコキャップ
推進運動に取り組んでいます。

～ご協力ありがとうございました～9月～
12月分

累計 2,705㌔（約1,163,150個）
ワクチン 912.9人分

98㌔
（約42，140個）

ワクチン9.8人分 

エコキャップの

収集報告

昭和の湯 玄関左横で
随時 受け付けて
おります

【
役
員
人
事
】

令
和
元
年
度

共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

令
和
元
年
度

共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

　
共
同
募
金
運
動
は
、
毎
年
１
回
、
決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
、
民
間
社
会
福
祉
の
推

進
を
目
的
と
し
て
広
く
募
集
す
る
こ
と
で
、
「
共
同
募
金
会
」
が
寄
付
金
の
募
集
・

管
理
・
配
分
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
浄
財
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　　
共
同
募
金
に
は

・
一
般
募
金
（
赤
い
羽
根
募
金
）
　

10
月
１
日
〜
3
月
31
日

・
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　
　

12
月
１
日
〜
12
月
31
日

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　

12
月
１
日
〜
12
月
31
日

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　　
募
金
方
法
は
、
戸
別
募
金
・
法
人
募
金
・
学
校
募
金
・

職
域
募
金
・
イ
ベ
ン
ト
募
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
共
同
募
金
会
昭
和
村
支
会
で
行
っ
た
「
赤
い
羽
根
募

金
」
及
び「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
で
は
、
村
民
の
皆

さ
ま
を
始
め
、
村
内
企
業
・
福
祉
関
係
者
の
方
々
の
心
温

ま
る
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
募
金
運
動
に
際
し
ま
し
て
、
民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
・
区
長
さ
ん
・
地

区
役
員
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
ら
か
異
常
気
象
現
象
が

日
本
、
そ
し
て
世
界
的
に
問
題
視
さ
れ
、
豪
雨
、
林
野
火
災
、
高

潮
等
、
人
々
の
生
活
圏
に
も
影
響
と
被
害
を
及
ぼ
す
災
害
と
言
え

る
現
象
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
令
和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昨
年
は
、
台
風
の
暴

風
雨
に
よ
り
甚
大
な
災
害
が
国
内
で
発
生
し
、
昭
和
村
に
お
い
て

も
６
月
の
豪
雨
に
よ
る
爪
痕
を
残
し
た
年
明
け
と
な
っ
た
こ
と

に
、
早
期
の
復
興
と
被
災
地
の
皆
さ
ま
に
温
か
い
春
を
迎
え
る
頃

に
は
笑
顔
が
戻
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
構
造
も
少
子
高
齢
化
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
な

ど
、
地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
も
多
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
地
域
福
祉
を
担
う
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
そ

の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
昭
和
村
と
の
協
働
で
「
地
域
福
祉

計
画
」
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
基
づ
く
、
行
動
と
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本
年
も
地
域
住
民
の
助
け
合
い
・
支
え

合
い
に
よ
る
「
誰
も
が
幸
せ
に
」
暮
ら
せ
る
福
祉
の
村
づ
く
り
の

た
め
に
役
職
員
一
同
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
新
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
令
和
の
時
代
に
多
く
の
笑
顔
が
昭
和
村

に
木
霊
す
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人

　

 

昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長

新

　木

　敬

　司

（第８５号）（２）令和２年１月２５日（第８５号）（９） 令和２年１月２５日

◆
令
和
元
年
11
月
30
日
付
退
任…

…
…

…

　
理 

事
（
副
会
長
）
　
星
野

　透

　
　
　
　
（
前
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
）

◆
令
和
元
年
12
月
24
日
付
就
任…

…
…

…

　
理 

事
（
副
会
長
）
　
布
施
廣
一

　
　
　
　
（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
）

【
職
員
人
事
】

◆
令
和
元
年
10
月
１
日
付…

…
…

…

  

■
総
務
係

　
主
事
補  

中
島
知
里（
新
採
用
）

  

■
通
所
介
護
係

　
主
　
事 

永
井
宏
幸（
新
採
用
）

　
主
事
補 

阿
部
美
子（
新
採
用
）

　
11
月
24
日（
日
）子
ど
も
達
の
社
会
福
祉
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
高
め
、
学
年
や
学
校
を
超
え
た
仲
間

と
の
出
会
い
や
つ
な
が
り
、
将
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
福
祉
活
動
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
７
家
族
17

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
公
益
社
団
法

人
日
本
聴
導
犬
推
進
協
会
で
の
研
修
、
午
後
は
埼
玉

県
こ
ど
も
動
物
自
然
公
園
で
の
自
由
行
動
で
、
家
族

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
要
請
等
に
よ
り
各
地
に
職
員
を
派

遣
し
ま
し
た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
係
わ
り
、
地
域
の
方

の
困
り
ご
と
の
調
査
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
と
い

っ
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
個
人
宅
の

床
下
汚
泥
撤
去
や
土
砂
の
運
搬
を
行
い
ま
し
た
。

永井　宏幸

令
和

募 金

PR犬ジローくんと記念撮影

昭和の湯情報
　
昭
和
の
湯
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
様
、
昭
和
歌
謡

会
様
、
ス
タ
ジ
オ
・
ガ
ク
様
な
ど
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
、
お
茶
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
も
来
館
さ
れ
る
方
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。昭和歌謡会様

「カラオケ大会・発表会」

スタジオ・ガク様
「令和弥生の席」

カラオケ友の会様
「発表会」阿部　美子

中島　知里

社 協 だ よ り社 協 だ よ り



社会福祉協議会役職員人事等公開
※令和２年１月１日現在　※社会福祉協議会は独自の役員報酬規程及び給与規程を定め運用をしています。

適用級

人　数

定　数
配置数

５級

事務局長

１名以下
(１)名

４級
事務局
次　長

２名以下
１名

３級
係長
主査

若干名
７名

２級

主任

若干名
２名

１級
主　事
主事補
若干名
３名

２．職員数及び役職配置数 計14名

役職名
人　数

報酬額

理　事

日額
2,000円

会　長

日額
6,000円

監　事

日額
2,000円

実費弁償として
日額1,000円

評議員 委員会委員

１．役員配置及び報酬額

手当名称

通勤手当

支　給　内　容

通勤距離が2㎞以上の職員に支給。距離に応じ月額2,000～11,300円。

扶養手当

資格手当 福祉関係の国家資格等有資格者（管理職は除く）に支給。月額2,000円を限度。

管理職手当

特殊勤務手当

時間外勤務手当

期末勤勉手当 

６．手当の内訳

社会福祉士
５名

介護福祉士
７名

看護師
１名

精神保健福祉士
１名

介護支援専門員
５名

４．有資格者数

訓 告
0名

戒 告
0名

減 給
0名

降 任
0名

停 職
0名

降 給
0名

降 格
0名

解 雇
0名

５．懲戒処分（平成３１年１月１日～令和１年１２月３１日）延べ人数

平均年齢
平均給料月額

３．平均年齢及び平均給料月額

就業日
就業時間

７．就業日及び就業時間等

※実際の就業日及び就業時間は、上記を基本に各事業及び各業務
　の営業等に合わせて1ヶ月単位で定めています。

有給休暇
無給休暇

８．休暇の付与状況  

健康保険法の被扶養者のうち配偶者、子、父母のある職員に支給。配偶者・父母月額5,000円、子月額10,000円。

　
過
日
、
皆
さ
ま
に
お
願
い
を
し
た
令
和
元
年
度

社
会
福
祉
協
議
会
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
会
費
と
し
て
寄

せ
ら
れ
た
貴
重
な
浄
財
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

う
様
々
な
地
域
福
祉
事
業
に
役
立
て
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
会
費
（
村
内
各
世
帯
）

　
１
、０
０
０
円
×
１
、８
１
１
口
…
…
１
、８
１
１
、０
０
０
円

　
特
別
会
費（
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
を
す
る
個
人
、
団
体
及
び
施
設
）

　
５
、０
０
０
円
×
53
口
…
…
…
…
２
６
５
、０
０
０
円

　
４
、０
０
０
円
×
９
口
…
…
…
…
…
３
６
、０
０
０
円

　
賛
助
会
費
（
社
協
役
員
）

　
５
、０
０
０
円
×
11
口
…
…
…
…
…
５
５
、０
０
０
円

　
計 

２
、１
６
７
、０
０
０
円

※
特
別
会
員
の
ご
芳
名
記
載
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
会
費
納
入
の
お
礼

の
使
わ
れ
み
ち

募
金

社 協 だ よ り （第８５号）（８）令和２年１月２５日社 協 だ よ り（第８５号）（３） 令和２年１月２５日

11名１名 ２名 20～25名 若干名

43歳
269,470円

正規の勤務時間外に勤務を命ぜられた職員（管理職は除く）に支給。１時間あたりの給料月額の100分の125～160。  

6月1日及び12月1日に在職する職員に支給。給料月額及び扶養手当の月額の合計に100分の410を基
本に勤務成績等に応じ支給。

著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務に従事し、給与上特別な考慮が必要と
認められる職員に支給。手当の種類、範囲及び額は会長が定める。

管理又は監督の職にある職員（係長以上）に支給。給料月額の100分の4～10。

月曜日～金曜日、年末年始及び国民の祝日は休み 年次有給休暇、特別休暇、病気休暇、忌引休暇
育児休業、介護休業午前8時15分～午後5時15分　内休憩1時間

令
和
元
年
度 

理
事
会
報
告

● 
戸
別
募
金…

…
…

…
…

９
２
５
、
５
０
０
円

　
村
内
各
世
帯

● 

学
校
募
金…

…
…

…
…

…

３
６
、
５
１
１
円

　
昭
和
中
学
校
生
徒
、
東
小
学
校
児
童
、
南
小
学
校
児
童
、

　
大
河
原
小
学
校
児
童

● 

イ
ベ
ン
ト
募
金…

…
…

…

５
１
、
８
４
７
円

　
福
祉
ま
つ
り

● 

職
域
募
金…

…
…

…
…

…
７
９
、
１
２
４
円

　
子
育
保
育
園
職
員
、
く
り
の
み
学
園
職
員
、
た
け
の
こ

　
学
園
職
員
、
星
夜
の
森
学
舎
職
員
、
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
南

　
部
支
店
職
員
、
利
根
郡
信
用
金
庫
昭
和
支
店
職
員
、
昭

　
和
村
商
工
会
職
員
、
昭
和
村
役
場
職
員
、
昭
和
村
社
協

　
職
員

赤
い
羽
根
募
金

  

…
募
金
総
額 

１
、０
９
２
、９
８
２
円（
順
不
同
・
敬
称
略
）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

  

…
募
金
総
額
１
、５
９
０
、０
７
１
円
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

● 

戸
別
募
金…

…
…

…
…

８
８
４
、
２
０
０
円

　
村
内
各
世
帯

● 

職
域
募
金…

…
…

…
…

…

６
８
、
２
４
４
円

　
昭
和
村
役
場
職
員
、
昭
和
村
社
協
職
員
、
昭
和
中
学

校
教
職
員
、
東
小
学
校
教
職
員
、
南
小
学
校
教
職

員
、
大
河
原
小
学
校
教
職
員

● 

法
人
募
金…

…
…

…
…

５
５
３
、
０
０
０
円

　
藤
井
石
材
店
、
堤
商
店
、
西
澤
自
動
車
修
理
工

場
、
高
橋
商
運
㈲
、
山
本
製
麺
所
、
㈲
澤
浦
組
、

森
下
診
療
所
、
中
桑
酒
店
、
吉
野
石
油
、
川
端
商

店
、
㈲
昭
和
衛
生
社
、
兵
藤
建
設
㈱
、
㈱
カ
ー

ド
ッ
ク
大
利
根
、
㈱
北
毛
久
呂
保
、
㈱
北
毛
遠
藤

信
蔵
、
池
田
種
苗
㈱
、
豊
野
車
体
、
石
坂
建
設

㈱
、
㈲
諸
田
葬
祭
総
合
ギ
フ
ト
、
㈱
あ
か
ぎ
チ
キ

ン
、
高
和
建
設
㈲
、
藤
井
電
設
、
㈱
加
藤
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
利
根
郡
信
用
金
庫
昭
和
支
店
、
ワ
ー
ナ

テ
ッ
ク
㈱
昭
和
工
場
、
美
角
屋
商
店
、
ピ
ー
ス

オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
北
伸
運
輸
㈲
、
㈱
高
橋
舗

道
、
㈱
山
後
工
務
店
、
石
井
商
店
、
石
井
建
設

㈱
、
篠
田
商
店
、
㈱
治
田
造
園
土
木
、
髙
橋
モ
ー

タ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
赤
城
ス
ト
ア
ー
、
松
井
商

店
、
高
原
オ
ー
ト
、
吉
野
牧
場
、
ア
ル
フ
ァ
オ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
、
㈱
タ
ウ
ザ
ン
ト
ヴ
ァ
ル
ト
、
グ

リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
㈱
、
グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱
、
竹
之

内
板
金
、
澤
浦
美
容
室
、
昭
和
ス
レ
ー
ト
、
茂
木

内
装
、
橋
本
理
容
所
、
萩
原
自
動
車
修
理
工
場
、

㈱
ヤ
マ
ダ
イ
フ
ー
ズ
、
河
内
屋
菓
子
店
㈲
、
㈱
ナ

カ
ム
ラ
、
㈱
マ
ル
キ
ホ
ー
ム
ズ
、
㈲
コ
ト
ブ
キ
印

刷
、
立
正
佼
成
会
沼
田
教
会
、
壱
乃
蔵
、
今
成
歯

科
医
院
、
す
ー
ぱ
ー
こ
い
け
昭
和
店
、
原
沢
接
骨

院
、
ホ
ワ
イ
ト
急
便
す
ー
ぱ
ー
こ
い
け
昭
和
店
、

三
誠
ク
リ
ー
ン
㈱

● 

個
人
募
金…

…
…

…
…

…

６
０
、
０
０
０
円

　
開
拓
者
の
一
人
（
匿
名
希
望
）
、
若
山
貴
一

● 

そ
の
他
の
募
金…

…
…

…

２
４
、
６
２
７
円

　
奥
利
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
子
育
保
育
園
発
表
会
観
覧

者

第
３
回
　
令
和
元
年
12
月
13
日
開
催

議
案
第
１
号
　
評
議
員
選
任
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て…

全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
伴
う
評
議

　
　
　
　
　
　
員
８
名
の
辞
任
に
よ
り
後
任
者
を
評
議
員
選

　
　
　
　
　
　
任
・
解
任
委
員
会
に
推
薦
を
す
る
も
の

議
案
第
２
号
　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て…

全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
２
名
の
欠
員
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
後
任
者
を
選
任
す
る
も
の

議
案
第
３
号
　
令
和
元
年
度
第
４
回
理
事
会
決
議
事
項（
書
面
議
決
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
度
第
４
回
理
事
会
を
書
面
に
お
い

　
　
　
　
　
　
て
決
議
を
す
る
た
め
の
も
の

　第
４
回
　
書
面
議
決
　
令
和
元
年
12
月
24
日
付

議
案
第
１
号
　
副
会
長
の
選
定
に
つ
い
て…

全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
副
会
長
に
布
施
廣
一  

理
事（
民
生
委
員
児
童

　
　
　
　
　
　
委
員
協
議
会
長
）を
選
定
す
る
も
の

東小学校児童様

昭和中学校生徒様

　
赤
い
羽
根
募
金
は
群
馬
県
共
同
募

金
会
よ
り
県
内
の
福
祉
施
設
や
福
祉

団
体
に
配
分
さ
れ
、
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
は
群
馬
県
共
同
募
金
会
よ
り

全
額
が
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分

さ
れ
地
域
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
募
金

は
、
身
近
な
地
域
の
福
祉
活
動
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
村
で
は
…

○
赤
い
羽
根
募
金

　
敬
老
祝
品
の
贈
呈
、
オ
ム
ツ
給

付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、

福
祉
ま
つ
り
の
開
催
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
福
祉
作
文
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど

○
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
オ
ム
ツ
給
付
、
お
せ
ち
料
理
の
配

達
、
出
産
祝
品
の
贈
呈
、
障
害
者
施

設
へ
の
助
成
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。



社 協 だ よ り社 協 だ よ り

大
河
原
小
学
校
５
年  

吉
澤
　
結
夏
菜
さ
ん

最
優
秀
賞 

小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞 

小
学
生
高
学
年
の
部

社
会
福
祉
き
ょ
う
ぎ
か
い
に
行
っ
て

　
10
月
６
日（
日
）気
持
ち
の
よ
い
秋

晴
れ
の
下
、
第
23
回
福
祉
ま
つ
り
を

昭
和
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
福
祉
関

係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
福
祉
団
体
の

出
店
、
赤
い
羽
根
募
金
活
動
、
薬
物

乱
用
防
止
啓
発
活
動
等
が
行
わ
れ
当

日
は
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
福

祉
を
身
近
に
感
じ
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
体
験（
ボ
ッ
チ
ャ
・

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
）、
福
祉
用
具

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
勢
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
楽
し
み
な
が
ら

福
祉
に
つ
い
て
学
び
・
触
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。　〈協

力
団
体
〉

・
民
生
委
員
児
童

　
　
　
　
委
員
協
議
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

・
更
生
保
護
女
性
会

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
星
夜
の
森
学
舎

・
た
け
の
こ
学
園

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（第８５号）（４）令和２年１月２５日（第８５号）（７） 令和２年１月２５日

令和元年
最優秀賞

　
６
月
の
始
め
と
７
月
の
始
め
に
社
会
福
祉
き
ょ
う
ぎ
か
い
に
行
き
ま
し
た
。
６
月
は
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
７
月
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
交
流
会
で
お
年
よ
り
と
楽
し
く

遊
び
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
き
ょ
う
ぎ
か
い
に
入
っ
て
は
じ
め
に
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
し
ょ
く
員
の
人
が

お
年
よ
り
に
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
お
年
よ
り
に
は
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ

ら
な
い
と
聞
き
こ
え
な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
和
室
に
行
き
ま
し
た
。
和
室
で
は
、
お
年
よ
り
が
行
け
る
よ
う
に
手
す
り
が
つ
け
て
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
ト
イ
レ
に
入
っ
た
ら
、
か
が
み
が
な
な
め
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
な
な
め
な

の
か
と
思
っ
た
ら
、
車
い
す
の
人
に
も
見
え
る
よ
う
に
な
な
め
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に

車
い
す
の
人
に
も
見
え
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
車
い
す
の
人
が
来
て
し
っ
か
り
見
え
て
い

ま
し
た
。
車
い
す
の
人
に
も
見
え
る
よ
う
に
く
ふ
う
し
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
お
ふ
ろ
に
入
っ
た
ら
、
車
い
す
で
お
ふ
ろ
に
は
い
れ
る
の
で
車
い
す
が
ぬ
れ
な
い
の
か

な
と
思
っ
た
ら
、
水
に
つ
よ
い
車
い
す
で
し
た
。
そ
ん
な
車
い
す
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
お
年
よ
り
は
車
い
す
に
の
っ
て
い
た
り
、
い
す
に
す
わ
っ
て
ば
か
り
い
る
の
で
か
い
だ

ん
を
使
っ
て
歩
く
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
お
ま
た
の
人
は
大
き
い
か
い
だ
ん
を
つ
か
っ
て

い
て
、
こ
ま
た
の
人
は
小
さ
い
か
い
だ
ん
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
度
は
外
に
出
て
車
を
見
ま
し
た
。
助
手
席
が
横
に
回
転
し
ま
し
た
。
い
こ
い
ち
ゃ
ん
が
乗

っ
て
み
ま
し
た
。
い
つ
も
の
車
よ
り
楽
に
乗
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
後
ろ
は
乗
る

時
に
だ
ん
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
ん
さ
の
あ
る
所
を
目
が
あ
ま
り
み
え
な
い
人
も
よ
く
見
え
る

よ
う
に
黄
色
の
テ
ー
プ
が
は
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
次
は
大
き
い
車
で
車
い
す
を
の
せ
て
車
い
す
に
し
っ
か
り
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
あ
ま

り
動
か
な
い
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
車
い
す
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
か
か
っ
て

い
る
の
で
こ
れ
な
ら
お
年
よ
り
も
安
全
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
７
月
の
交
流
会
で
は
、
出
し
物
を
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
買
い
物
当
て
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。
次
は
、
う
さ
ぎ
と
か
め
の
手
遊
び
を
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
手
を
動
か
せ
な
い
お
年
よ
り
も

い
て
大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
次
に
的
当
て
を
や
り
ま
し
た
。
的
に
ま
る
め
た
新
聞
紙
を
投

げ
る
の
で
す
が
、
手
が
上
が
ら
な
い
お
年
よ
り
も
い
ま
し
た
。
次
は
色
で
答
え
て
ゲ
ー
ム
を
し

ま
し
た
。
色
で
答
え
る
の
で
目
が
あ
ま
り
見
え
な
い
お
年
よ
り
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
出
し
物
が
終
わ
っ
た
ら
、
み
ん
な
で
お
や
つ
を
食
べ
ま
し
た
。
お
や
つ
を
食
べ
る
前
に
し
ょ

く
員
の
人
か
ら

「
お
年
よ
り
に
話
し
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

と
言
わ
れ
た
の
で
わ
た
し
の
と
な
り
に
す
わ
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
を
し
ま
し
た
。

　
お
年
よ
り
と
交
流
し
て
思
っ
た
事
は
、
お
年
よ
り
は
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
、
耳
が
聞
こ

え
な
く
な
っ
た
り
、
歩
け
な
く
な
っ
て
車
い
す
に
な
っ
た
り
し
て
と
て
も
大
変
な
ん
だ
な
と
い

う
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
お
年
よ
り
を
見
か
け
た
ら
助
け
て
あ
げ
た
り
や
さ
し
く

し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

昭
和
中
学
校
２
年  
新
井
　
優
奈
さ
ん

最
優
秀
賞 

　中
学
生
の
部

最
優
秀
賞 

　中
学
生
の
部

み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い

令和元年
最優秀賞

　
私
は
、
中
学
一
年
生
の
職
場
見
学
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
く
り
の
み
学
園
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
く
り
の
み
学
園
の
人
と
一
緒
に
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
私
は
、
私
も
こ
ん
な
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
か

ら
私
は
、
お
年
寄
り
や
障
害
を
も
っ
て
い
る
方
を
支
え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
二
年
の
夏
休
み
前
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
行
か
な

く
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
だ
け
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
行
き
た
い
と
思
い
友
達
を
誘
い
ま
し
た
。
当
日
は
と
て
も
、
き
ん

張
し
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
か
な
ど
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
案
内
の
方
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
偉
い
人
が
注
意
や
利
用
者
さ
ん
へ
の
態
度
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
利
用

者
さ
ん
が
い
る
部
屋
に
入
っ
て
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
利
用
者
さ
ん
と
話
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
き
私
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
一
度
慣
れ
て
し
ま
う
と

と
て
も
気
が
楽
に
な
っ
て
ど
ん
ど
ん
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
だ

ん
だ
ん
、
私
た
ち
が
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
お
風
呂
を
あ
が
っ
た
あ
と

に
お
茶
か
栄
養
補
水
液
を
持
っ
て
く
る
こ
と
や
、
ぬ
り
え
を
手
伝
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
私

は
、
ぬ
り
え
を
し
て
い
る
と
き
に
昔
の
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
利
用
者
さ
ん
が

私
た
ち
ぐ
ら
い
の
と
き
は
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
た
と
き
で
、
田
舎
へ
疎
開
し
た
と
い
う
こ
と
も

聞
き
ま
し
た
。
す
ご
く
大
変
な
時
代
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
す
ご
く
興
味
が
わ
い
て
き
て
も
っ
と
聞
き
た
く
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
昼
の
時
間
に
な
る
と
、
そ
の
人
の
と
こ
ろ
へ
、
ご
飯
を
く
ば
り
ま
し

た
。
利
用
者
さ
ん
に
よ
っ
て
少
し
食
べ
る
物
が
違
い
ま
し
た
。
と
て
も
、
そ
の
人
の
こ
と
を
考

え
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
午
後
に
な
る
と
、
車
い
す
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
の
中
の

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
車
い
す
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
操
作
が
難
し
く
て
、
段
差
が

あ
る
と
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
乗
っ
て
い
る
時
は
、
い
つ
た
お
れ
る
か
と
か
で
怖

く
な
り
ま
し
た
。
車
い
す
に
乗
る
人
の
気
持
ち
を
よ
く
考
え
て
車
い
す
を
操
作
し
た
方
が
い
い

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
車
に
は
た
く
さ
ん
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
車
い
す
の
人

の
た
め
や
足
が
あ
ま
り
う
ま
く
あ
が
ら
な
い
人
の
た
め
な
ど
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
知
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
か
ら
話
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
話
で
福
祉
と
い
う
も
の
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
福
祉
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
の
幸
せ
で
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
方
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ

と
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
さ
ん
が
不
快
に
思
わ
な
い
よ
う
に
、

声
を
大
き
く
し
て
話
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
人
と
お
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
一
番
に
学
ん
だ

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
体
験
は
私
に
と
っ
て
良
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
も
っ
と
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
将

来
、
福
祉
に
か
か
わ
る
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

　
11
月
22
日（
金
）に
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル（
前
橋
市
民
文
化

会
館
）に
て
、
令
和
元
年
度
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、

被
表
彰
者
及
び
多
く
の
福
祉
関
係
者
が
参
加
し
、
午
前
中
の
医
療

型
短
期
入
所
施
設
「
も
み
じ
の
家
」
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
内
多

勝
康
氏
の
「
医
療
ケ
ア
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
、
学
び
た

い
」
と
題
し
た
記
念
講
演
と
午
後
の
式
典
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
、
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
課
題
解
決
に
向
け
た
決
意
を
決
議

し
、
気
持
ち
を
新
た
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
昭
和
村
関
係
者
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第２３回 福祉まつり第２３回 福祉まつり第２３回 福祉まつり

遺
族
の
会

　

      

靖
国
神
社
参
拝

遺
族
の
会

　

      

靖
国
神
社
参
拝

　
９
月
12
日（
木
）〜
13
日（
金
）

に
昭
和
村
遺
族
の
会
会
員
14
名

の
皆
さ
ん
が
靖
国
神
社
を
参
拝

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
御
霊

に
頭
を
下
げ
、
世
界
の
平
和
を

祈
念
し
、
二
度
と
忌
ま
わ
し
い

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
世
の
中
で

あ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
靖
国
神

社
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
次
回
開
催
は
令
和
３
年
度
に

な
り
ま
す
の
で
、
地
区
役
員
の

方
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

２
年
後
も
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
と

平
和
を
祈
念
し
参
拝
に
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

堤
　
陽
子

◎
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
〈
社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
の

　
　
　
　
役
職
員
功
労
者
表
彰
〉

◎
群
馬
県
知
事
表
彰

〈
社
会
福
祉
事
業
等
従
事
者
表
彰
〉

永
島
　
浩

（
社
会
福
祉
法
人
北
毛
清
流
会
　
た
け
の
こ
学
園
）

（
社
会
福
祉
法
人
北
毛
清
流
会
　
く
り
の
み
学
園
）

ヨーヨー釣り

福祉施設による出店

靖国神社神門にて

参加された皆さん



（第８５号）（６）令和２年１月２５日（第８５号）（５） 令和２年１月２５日

　
12
月
10
日（
火
）昭
和
中
学
校
の
１

年
生
と
福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
昭
和
村
役
場
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
の
協
力
の
下
、
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
並
び
に

「
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
」
を
考
え

ま
し
た
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
で
は
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と
や
寸
劇

を
通
し
て
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学

び
、
受
講
後
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
「
車
椅
子
の
方
が
困

っ
て
い
た
ら‥

【
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
】
」
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
考

え
、
最
後
に
リ
ー
ダ
ー
が
発
表
し
、

考
え
を
共
有
し
ま
し
た
。
車
椅
子
の

方
だ
け
で
は
な
く
、
認
知
症
の
方
や

困
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
そ
っ
と
声

を
か
け
、
そ
の
時
々
に
自
分
が
出
来

る
こ
と
を
行
う
。
と
て
も
大
切
な
事

で
す
。
短
い
時
間
で
し
た
が
生
徒
た

ち
は
真
剣
に
考
え
ら
れ
と
て
も
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

社 協 だ よ り社 協 だ よ り

南
小
学
校
３
年  

諸
田
　
琉
空
さ
ん

最
優
秀
賞  

小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞  

小
学
生
低
学
年
の
部

ゆ
う
気
を
も
っ
て

令和元年
最優秀賞

更生保護女性会
日帰り研修会

　
昭
和
村
更
生
保
護
女
性
会

は
、
９
月
19
日(

木)

に
少
年
保

護
施
設
「
赤
城
少
年
院
」
へ
視

察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

施
設
長
に
よ
る
施
設
概
要
等
の

説
明
を
受
け
た
後
、
施
設
内
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有
益

な
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

令和元年度令和元年度 福祉作文・ポスター コンクール

※表彰式は１０月６日（日）開催の福祉まつりにおいて
　実施しました。

入選者 ※敬称略
作文の部

【小学生低学年の部】
　　最優秀賞　南小学校　　　３年　諸田　琉空
【小学生高学年の部】
　　最優秀賞　大河原小学校　５年　吉澤結夏菜
　　優 秀 賞　大河原小学校　５年　星野　航輝
　　優 秀 賞　大河原小学校　５年　飯塚　彩楽
　　佳　　作　大河原小学校　５年　鈴木　花音
　　佳　　作　大河原小学校　５年　吉澤　由衣
　　佳　　作　大河原小学校　５年　竹吉　仁那
【中学生の部】
　　最優秀賞　昭和中学校　　２年　新井　優奈
　　優 秀 賞　昭和中学校　　２年　金崎　朱利
　　優 秀 賞　昭和中学校　　２年　星野　美空
　　佳　　作　昭和中学校　　１年　堤　ひまり
　　佳　　作　昭和中学校　　３年　儘田　　陸

ポスターの部

目 的

【小学生低学年の部】
　　最優秀賞　東小学校　　　１年　見城　敬大
　　佳　　作　大河原小学校　２年　見城　陽菜
【小学生高学年の部】
　　最優秀賞　南小学校　　　４年　石井　　伶
　　優 秀 賞　東小学校　　　４年　見城　漣大
　　佳　　作　大河原小学校　４年　金崎　百花
【中学生の部】
　　最優秀賞　昭和中学校　　２年　金崎　朱利

明日を担う児童・生徒が日常生活の中で福祉について考え、気付きを通して「優しさや豊かな
心を育むこと」を目的に福祉作文・ポスターコンクールを開催しました。作文２５点、ポスター
１５点の応募があり、そのうち作文１２点、ポスター６点を入選作品とし、表彰を行いました。

最優秀賞 中学生の部最優秀賞 中学生の部
令和元年
最優秀賞

最優秀賞 小学生低学年の部最優秀賞 小学生低学年の部
令和元年
最優秀賞 □

ポ
ス
タ
ー
の
部

最優秀賞 小学生高学年の部最優秀賞 小学生高学年の部
令和元年
最優秀賞

◆
作
文
の
部

　
ぼ
く
は
、夏
休
み
に
東
京
へ
で
か
け
ま
し
た
。あ
つ
い
中
え
き
の
ホ
ー
ム
で
電
車

を
ま
っ
て
い
た
の
で
、電
車
に
の
っ
て
イ
ス
に
す
わ
っ
た
し
ゅ
ん
間「
す
ず
し
い
〜
」

「
イ
ス
に
す
わ
れ
て
よ
か
っ
た
」と
つ
か
れ
た
体
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
赤
ち
ゃ
ん
を
だ
っ
こ
し
た
お
母
さ
ん
が
電
車
に
の
り
、赤
ち

ゃ
ん
を
あ
や
し
な
が
ら
ド
ア
の
そ
ば
で
立
っ
て
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
そ
れ
を
見
て

赤
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
大
へ
ん
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。す
る
と
ぼ
く
の
お
母

さ
ん
が「
せ
き
を
ゆ
ず
っ
て
あ
げ
よ
う
か
？
」と
聞
い
て
き
た
の
で
、ぼ
く
は「
う

ん
。お
れ
立
っ
て
い
ら
れ
る
か
ら
い
い
よ
」と
答
え
ま
し
た
。ぼ
く
の
お
母
さ
ん
が

「
せ
き
ど
う
ぞ
」と
話
し
か
け
る
と
え
顔
で「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
言
っ

た
後
、赤
ち
ゃ
ん
を
だ
っ
こ
し
た
お
母
さ
ん
は
ぼ
く
の
す
わ
っ
て
い
た
所
に
す
わ

り
ま
し
た
。ぼ
く
は
そ
の
時
、せ
き
を
ゆ
ず
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
電
車
を
お
り
て
、次
に
バ
ス
に
の
り
ま
し
た
。す
わ
っ
た
所
に
は
、お
な
か
の
中

に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
人
の
マ
ー
ク
や
、つ
え
を
つ
い
た
人
の
マ
ー
ク
が
か
い
て
あ

り
、お
母
さ
ん
に「
こ
こ
は
ゆ
う
先
せ
き
だ
よ
」と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。い
ろ

い
ろ
な
人
が
い
る
事
や
、い
ろ
い
ろ
な
所
に
ゆ
う
先
せ
き
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し

た
。ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
身
体
し
ょ
う
が
い
者
で
足
が
ふ
じ
ゆ
う
で
す
。だ
か

ら
い
っ
し
ょ
に
出
か
け
た
時
は
身
体
し
ょ
う
が
い
者
の
マ
ー
ク
が
あ
る
所
に
車
を

と
め
ま
す
。す
る
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
は「
あ
い
て
て
た
す
か
っ
た
」と
よ
ろ
こ
ん
で
い

ま
す
。電
車
や
バ
ス
の
中
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
所
に
マ
ー
ク
が
あ
っ
て
、そ
の

マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
で
、あ
ぁ
よ
か
っ
た
と
思
う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
事
を
知
り

ま
し
た
。そ
し
て
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
歩
く
と
き
は
、ば
あ
ち
ゃ
ん
の
に
物
を
も
っ
た

り
、時
ど
き
手
を
つ
な
い
で
歩
い
た
り
し
て
い
ま
す
。ば
あ
ち
ゃ
ん
は
早
く
歩
け
な

い
か
ら
い
っ
し
ょ
に
あ
る
く
時
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
歩
く
速
さ
に
合
わ
せ
な
が
ら
ぼ

く
も
歩
き
ま
す
。そ
う
す
る
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も「
あ
り
が
と
う
ね
」「
た
す
か

っ
た
よ
」と
う
れ
し
そ
う
に
ぼ
く
に
言
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
中
に
は
人
を
た
す
け
る
工
ふ
う
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。で
も
一
番

大
切
な
の
は
、こ
ま
っ
て
い
る
人
の
気
も
ち
を
一
人
一
人
が
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。ぼ
く
は
、人
に
親
切
に
す
る
と
自
分
も
相
手
も
い
い
気
も
ち
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。声
を
か
け
た
り
た
す
け
た
り
す
る
事
は
す
ご
く
ド
キ
ド
キ
す
る
し
、ゆ

う
気
が
ひ
つ
よ
う
で
す
。で
も
ぼ
く
に
も
出
来
る
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。こ
ま

っ
て
い
る
人
の
気
も
ち
に
な
っ
て
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
ゆ
う
き
を
も
っ
て
す
れ

ば
、み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に
な
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

「やさしい未来」
南小学校４年　石井 伶 さん

受賞された皆さん

「うれしいな みんなのえがお」
東小学校１年　見城 敬大 さん

「育てよう福祉の心」
昭和中学校２年　金崎 朱利 さん

デイサービスセンター大忘年会

オカリナ昭和様

真澄会様

子育保育園様 第一保育園様

沼田マンドリンギタークラブ様

第二保育園様

たけのこ学園様

谷間のゆりフラスタジオ  コアリ様

綿貫美智子様

　
昭
和
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

12
月
18
日
・
19
日
・
20
日
・
23
日
・
24
日
の

５
日
間
で
大
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご

利
用
者
さ
ま
の
挨
拶
で
盛
大
に
開
会
し
、
昼

食
は
普
段
と
は
違
い
豪
華
な
箱
弁
当
を
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
村
内
３
保
育
園
や
舞
踊
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
マ
ン
ド

リ
ン
、
オ
カ
リ
ナ
、

歌
謡
な
ど
の
慰
問
の

方
々
に
各
日
を
華
や

か
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
笑
顔
で
一

年
を
締
め
く
く
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

グループワークの様子
発表の様子 赤城少年院にて

昭和中学校での福祉教育



（第８５号）（６）令和２年１月２５日（第８５号）（５） 令和２年１月２５日

　
12
月
10
日（
火
）昭
和
中
学
校
の
１

年
生
と
福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
昭
和
村
役
場
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
の
協
力
の
下
、
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
並
び
に

「
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
」
を
考
え

ま
し
た
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
で
は
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と
や
寸
劇

を
通
し
て
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学

び
、
受
講
後
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
「
車
椅
子
の
方
が
困

っ
て
い
た
ら‥

【
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
】
」
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
考

え
、
最
後
に
リ
ー
ダ
ー
が
発
表
し
、

考
え
を
共
有
し
ま
し
た
。
車
椅
子
の

方
だ
け
で
は
な
く
、
認
知
症
の
方
や

困
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
そ
っ
と
声

を
か
け
、
そ
の
時
々
に
自
分
が
出
来

る
こ
と
を
行
う
。
と
て
も
大
切
な
事

で
す
。
短
い
時
間
で
し
た
が
生
徒
た

ち
は
真
剣
に
考
え
ら
れ
と
て
も
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

社 協 だ よ り社 協 だ よ り

南
小
学
校
３
年  

諸
田
　
琉
空
さ
ん

最
優
秀
賞  

小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞  

小
学
生
低
学
年
の
部

ゆ
う
気
を
も
っ
て

令和元年
最優秀賞

更生保護女性会
日帰り研修会

　
昭
和
村
更
生
保
護
女
性
会

は
、
９
月
19
日(

木)

に
少
年
保

護
施
設
「
赤
城
少
年
院
」
へ
視

察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

施
設
長
に
よ
る
施
設
概
要
等
の

説
明
を
受
け
た
後
、
施
設
内
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有
益

な
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

令和元年度令和元年度 福祉作文・ポスター コンクール

※表彰式は１０月６日（日）開催の福祉まつりにおいて
　実施しました。

入選者 ※敬称略
作文の部

【小学生低学年の部】
　　最優秀賞　南小学校　　　３年　諸田　琉空
【小学生高学年の部】
　　最優秀賞　大河原小学校　５年　吉澤結夏菜
　　優 秀 賞　大河原小学校　５年　星野　航輝
　　優 秀 賞　大河原小学校　５年　飯塚　彩楽
　　佳　　作　大河原小学校　５年　鈴木　花音
　　佳　　作　大河原小学校　５年　吉澤　由衣
　　佳　　作　大河原小学校　５年　竹吉　仁那
【中学生の部】
　　最優秀賞　昭和中学校　　２年　新井　優奈
　　優 秀 賞　昭和中学校　　２年　金崎　朱利
　　優 秀 賞　昭和中学校　　２年　星野　美空
　　佳　　作　昭和中学校　　１年　堤　ひまり
　　佳　　作　昭和中学校　　３年　儘田　　陸

ポスターの部

目 的

【小学生低学年の部】
　　最優秀賞　東小学校　　　１年　見城　敬大
　　佳　　作　大河原小学校　２年　見城　陽菜
【小学生高学年の部】
　　最優秀賞　南小学校　　　４年　石井　　伶
　　優 秀 賞　東小学校　　　４年　見城　漣大
　　佳　　作　大河原小学校　４年　金崎　百花
【中学生の部】
　　最優秀賞　昭和中学校　　２年　金崎　朱利

明日を担う児童・生徒が日常生活の中で福祉について考え、気付きを通して「優しさや豊かな
心を育むこと」を目的に福祉作文・ポスターコンクールを開催しました。作文２５点、ポスター
１５点の応募があり、そのうち作文１２点、ポスター６点を入選作品とし、表彰を行いました。

最優秀賞 中学生の部最優秀賞 中学生の部
令和元年
最優秀賞

最優秀賞 小学生低学年の部最優秀賞 小学生低学年の部
令和元年
最優秀賞 □

ポ
ス
タ
ー
の
部

最優秀賞 小学生高学年の部最優秀賞 小学生高学年の部
令和元年
最優秀賞

◆
作
文
の
部

　
ぼ
く
は
、夏
休
み
に
東
京
へ
で
か
け
ま
し
た
。あ
つ
い
中
え
き
の
ホ
ー
ム
で
電
車

を
ま
っ
て
い
た
の
で
、電
車
に
の
っ
て
イ
ス
に
す
わ
っ
た
し
ゅ
ん
間「
す
ず
し
い
〜
」

「
イ
ス
に
す
わ
れ
て
よ
か
っ
た
」と
つ
か
れ
た
体
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
赤
ち
ゃ
ん
を
だ
っ
こ
し
た
お
母
さ
ん
が
電
車
に
の
り
、赤
ち

ゃ
ん
を
あ
や
し
な
が
ら
ド
ア
の
そ
ば
で
立
っ
て
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
そ
れ
を
見
て

赤
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
大
へ
ん
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。す
る
と
ぼ
く
の
お
母

さ
ん
が「
せ
き
を
ゆ
ず
っ
て
あ
げ
よ
う
か
？
」と
聞
い
て
き
た
の
で
、ぼ
く
は「
う

ん
。お
れ
立
っ
て
い
ら
れ
る
か
ら
い
い
よ
」と
答
え
ま
し
た
。ぼ
く
の
お
母
さ
ん
が

「
せ
き
ど
う
ぞ
」と
話
し
か
け
る
と
え
顔
で「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
言
っ

た
後
、赤
ち
ゃ
ん
を
だ
っ
こ
し
た
お
母
さ
ん
は
ぼ
く
の
す
わ
っ
て
い
た
所
に
す
わ

り
ま
し
た
。ぼ
く
は
そ
の
時
、せ
き
を
ゆ
ず
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
電
車
を
お
り
て
、次
に
バ
ス
に
の
り
ま
し
た
。す
わ
っ
た
所
に
は
、お
な
か
の
中

に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
人
の
マ
ー
ク
や
、つ
え
を
つ
い
た
人
の
マ
ー
ク
が
か
い
て
あ

り
、お
母
さ
ん
に「
こ
こ
は
ゆ
う
先
せ
き
だ
よ
」と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。い
ろ

い
ろ
な
人
が
い
る
事
や
、い
ろ
い
ろ
な
所
に
ゆ
う
先
せ
き
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し

た
。ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
身
体
し
ょ
う
が
い
者
で
足
が
ふ
じ
ゆ
う
で
す
。だ
か

ら
い
っ
し
ょ
に
出
か
け
た
時
は
身
体
し
ょ
う
が
い
者
の
マ
ー
ク
が
あ
る
所
に
車
を

と
め
ま
す
。す
る
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
は「
あ
い
て
て
た
す
か
っ
た
」と
よ
ろ
こ
ん
で
い

ま
す
。電
車
や
バ
ス
の
中
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
所
に
マ
ー
ク
が
あ
っ
て
、そ
の

マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
で
、あ
ぁ
よ
か
っ
た
と
思
う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
事
を
知
り

ま
し
た
。そ
し
て
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
歩
く
と
き
は
、ば
あ
ち
ゃ
ん
の
に
物
を
も
っ
た

り
、時
ど
き
手
を
つ
な
い
で
歩
い
た
り
し
て
い
ま
す
。ば
あ
ち
ゃ
ん
は
早
く
歩
け
な

い
か
ら
い
っ
し
ょ
に
あ
る
く
時
は
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
歩
く
速
さ
に
合
わ
せ
な
が
ら
ぼ

く
も
歩
き
ま
す
。そ
う
す
る
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も「
あ
り
が
と
う
ね
」「
た
す
か

っ
た
よ
」と
う
れ
し
そ
う
に
ぼ
く
に
言
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
中
に
は
人
を
た
す
け
る
工
ふ
う
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。で
も
一
番

大
切
な
の
は
、こ
ま
っ
て
い
る
人
の
気
も
ち
を
一
人
一
人
が
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。ぼ
く
は
、人
に
親
切
に
す
る
と
自
分
も
相
手
も
い
い
気
も
ち
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。声
を
か
け
た
り
た
す
け
た
り
す
る
事
は
す
ご
く
ド
キ
ド
キ
す
る
し
、ゆ

う
気
が
ひ
つ
よ
う
で
す
。で
も
ぼ
く
に
も
出
来
る
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。こ
ま

っ
て
い
る
人
の
気
も
ち
に
な
っ
て
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
ゆ
う
き
を
も
っ
て
す
れ

ば
、み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に
な
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

「やさしい未来」
南小学校４年　石井 伶 さん

受賞された皆さん

「うれしいな みんなのえがお」
東小学校１年　見城 敬大 さん

「育てよう福祉の心」
昭和中学校２年　金崎 朱利 さん

デイサービスセンター大忘年会

オカリナ昭和様

真澄会様

子育保育園様 第一保育園様

沼田マンドリンギタークラブ様

第二保育園様

たけのこ学園様

谷間のゆりフラスタジオ  コアリ様

綿貫美智子様

　
昭
和
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

12
月
18
日
・
19
日
・
20
日
・
23
日
・
24
日
の

５
日
間
で
大
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご

利
用
者
さ
ま
の
挨
拶
で
盛
大
に
開
会
し
、
昼

食
は
普
段
と
は
違
い
豪
華
な
箱
弁
当
を
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
村
内
３
保
育
園
や
舞
踊
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
マ
ン
ド

リ
ン
、
オ
カ
リ
ナ
、

歌
謡
な
ど
の
慰
問
の

方
々
に
各
日
を
華
や

か
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
笑
顔
で
一

年
を
締
め
く
く
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

グループワークの様子
発表の様子 赤城少年院にて

昭和中学校での福祉教育



社 協 だ よ り社 協 だ よ り

大
河
原
小
学
校
５
年  

吉
澤
　
結
夏
菜
さ
ん

最
優
秀
賞 

小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞 

小
学
生
高
学
年
の
部

社
会
福
祉
き
ょ
う
ぎ
か
い
に
行
っ
て

　
10
月
６
日（
日
）気
持
ち
の
よ
い
秋

晴
れ
の
下
、
第
23
回
福
祉
ま
つ
り
を

昭
和
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
福
祉
関

係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
福
祉
団
体
の

出
店
、
赤
い
羽
根
募
金
活
動
、
薬
物

乱
用
防
止
啓
発
活
動
等
が
行
わ
れ
当

日
は
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
福

祉
を
身
近
に
感
じ
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
体
験（
ボ
ッ
チ
ャ
・

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
）、
福
祉
用
具

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
勢
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
楽
し
み
な
が
ら

福
祉
に
つ
い
て
学
び
・
触
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。　〈協

力
団
体
〉

・
民
生
委
員
児
童

　
　
　
　
委
員
協
議
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

・
更
生
保
護
女
性
会

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
星
夜
の
森
学
舎

・
た
け
の
こ
学
園

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（第８５号）（４）令和２年１月２５日（第８５号）（７） 令和２年１月２５日

令和元年
最優秀賞

　
６
月
の
始
め
と
７
月
の
始
め
に
社
会
福
祉
き
ょ
う
ぎ
か
い
に
行
き
ま
し
た
。
６
月
は
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
７
月
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
交
流
会
で
お
年
よ
り
と
楽
し
く

遊
び
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
き
ょ
う
ぎ
か
い
に
入
っ
て
は
じ
め
に
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
し
ょ
く
員
の
人
が

お
年
よ
り
に
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
お
年
よ
り
に
は
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ

ら
な
い
と
聞
き
こ
え
な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
和
室
に
行
き
ま
し
た
。
和
室
で
は
、
お
年
よ
り
が
行
け
る
よ
う
に
手
す
り
が
つ
け
て
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
ト
イ
レ
に
入
っ
た
ら
、
か
が
み
が
な
な
め
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
な
な
め
な

の
か
と
思
っ
た
ら
、
車
い
す
の
人
に
も
見
え
る
よ
う
に
な
な
め
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に

車
い
す
の
人
に
も
見
え
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
車
い
す
の
人
が
来
て
し
っ
か
り
見
え
て
い

ま
し
た
。
車
い
す
の
人
に
も
見
え
る
よ
う
に
く
ふ
う
し
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
お
ふ
ろ
に
入
っ
た
ら
、
車
い
す
で
お
ふ
ろ
に
は
い
れ
る
の
で
車
い
す
が
ぬ
れ
な
い
の
か

な
と
思
っ
た
ら
、
水
に
つ
よ
い
車
い
す
で
し
た
。
そ
ん
な
車
い
す
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
お
年
よ
り
は
車
い
す
に
の
っ
て
い
た
り
、
い
す
に
す
わ
っ
て
ば
か
り
い
る
の
で
か
い
だ

ん
を
使
っ
て
歩
く
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
お
ま
た
の
人
は
大
き
い
か
い
だ
ん
を
つ
か
っ
て

い
て
、
こ
ま
た
の
人
は
小
さ
い
か
い
だ
ん
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
度
は
外
に
出
て
車
を
見
ま
し
た
。
助
手
席
が
横
に
回
転
し
ま
し
た
。
い
こ
い
ち
ゃ
ん
が
乗

っ
て
み
ま
し
た
。
い
つ
も
の
車
よ
り
楽
に
乗
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
後
ろ
は
乗
る

時
に
だ
ん
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
ん
さ
の
あ
る
所
を
目
が
あ
ま
り
み
え
な
い
人
も
よ
く
見
え
る

よ
う
に
黄
色
の
テ
ー
プ
が
は
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
次
は
大
き
い
車
で
車
い
す
を
の
せ
て
車
い
す
に
し
っ
か
り
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
あ
ま

り
動
か
な
い
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
車
い
す
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
か
か
っ
て

い
る
の
で
こ
れ
な
ら
お
年
よ
り
も
安
全
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
７
月
の
交
流
会
で
は
、
出
し
物
を
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
買
い
物
当
て
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。
次
は
、
う
さ
ぎ
と
か
め
の
手
遊
び
を
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
手
を
動
か
せ
な
い
お
年
よ
り
も

い
て
大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
次
に
的
当
て
を
や
り
ま
し
た
。
的
に
ま
る
め
た
新
聞
紙
を
投

げ
る
の
で
す
が
、
手
が
上
が
ら
な
い
お
年
よ
り
も
い
ま
し
た
。
次
は
色
で
答
え
て
ゲ
ー
ム
を
し

ま
し
た
。
色
で
答
え
る
の
で
目
が
あ
ま
り
見
え
な
い
お
年
よ
り
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
出
し
物
が
終
わ
っ
た
ら
、
み
ん
な
で
お
や
つ
を
食
べ
ま
し
た
。
お
や
つ
を
食
べ
る
前
に
し
ょ

く
員
の
人
か
ら

「
お
年
よ
り
に
話
し
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

と
言
わ
れ
た
の
で
わ
た
し
の
と
な
り
に
す
わ
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
を
し
ま
し
た
。

　
お
年
よ
り
と
交
流
し
て
思
っ
た
事
は
、
お
年
よ
り
は
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
、
耳
が
聞
こ

え
な
く
な
っ
た
り
、
歩
け
な
く
な
っ
て
車
い
す
に
な
っ
た
り
し
て
と
て
も
大
変
な
ん
だ
な
と
い

う
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
お
年
よ
り
を
見
か
け
た
ら
助
け
て
あ
げ
た
り
や
さ
し
く

し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

昭
和
中
学
校
２
年  

新
井
　
優
奈
さ
ん

最
優
秀
賞 

　中
学
生
の
部

最
優
秀
賞 

　中
学
生
の
部

み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い

令和元年
最優秀賞

　
私
は
、
中
学
一
年
生
の
職
場
見
学
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
く
り
の
み
学
園
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
く
り
の
み
学
園
の
人
と
一
緒
に
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
私
は
、
私
も
こ
ん
な
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
か

ら
私
は
、
お
年
寄
り
や
障
害
を
も
っ
て
い
る
方
を
支
え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
二
年
の
夏
休
み
前
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
行
か
な

く
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
だ
け
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
行
き
た
い
と
思
い
友
達
を
誘
い
ま
し
た
。
当
日
は
と
て
も
、
き
ん

張
し
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
を
や
る
の
か
な
ど
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
案
内
の
方
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
偉
い
人
が
注
意
や
利
用
者
さ
ん
へ
の
態
度
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
利
用

者
さ
ん
が
い
る
部
屋
に
入
っ
て
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
利
用
者
さ
ん
と
話
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
き
私
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
一
度
慣
れ
て
し
ま
う
と

と
て
も
気
が
楽
に
な
っ
て
ど
ん
ど
ん
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
だ

ん
だ
ん
、
私
た
ち
が
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
お
風
呂
を
あ
が
っ
た
あ
と

に
お
茶
か
栄
養
補
水
液
を
持
っ
て
く
る
こ
と
や
、
ぬ
り
え
を
手
伝
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
私

は
、
ぬ
り
え
を
し
て
い
る
と
き
に
昔
の
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
利
用
者
さ
ん
が

私
た
ち
ぐ
ら
い
の
と
き
は
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
た
と
き
で
、
田
舎
へ
疎
開
し
た
と
い
う
こ
と
も

聞
き
ま
し
た
。
す
ご
く
大
変
な
時
代
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
す
ご
く
興
味
が
わ
い
て
き
て
も
っ
と
聞
き
た
く
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
昼
の
時
間
に
な
る
と
、
そ
の
人
の
と
こ
ろ
へ
、
ご
飯
を
く
ば
り
ま
し

た
。
利
用
者
さ
ん
に
よ
っ
て
少
し
食
べ
る
物
が
違
い
ま
し
た
。
と
て
も
、
そ
の
人
の
こ
と
を
考

え
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
午
後
に
な
る
と
、
車
い
す
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
の
中
の

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
車
い
す
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
操
作
が
難
し
く
て
、
段
差
が

あ
る
と
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
乗
っ
て
い
る
時
は
、
い
つ
た
お
れ
る
か
と
か
で
怖

く
な
り
ま
し
た
。
車
い
す
に
乗
る
人
の
気
持
ち
を
よ
く
考
え
て
車
い
す
を
操
作
し
た
方
が
い
い

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
車
に
は
た
く
さ
ん
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
車
い
す
の
人

の
た
め
や
足
が
あ
ま
り
う
ま
く
あ
が
ら
な
い
人
の
た
め
な
ど
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
知
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
か
ら
話
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
話
で
福
祉
と
い
う
も
の
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
福
祉
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
の
幸
せ
で
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
方
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ

と
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
さ
ん
が
不
快
に
思
わ
な
い
よ
う
に
、

声
を
大
き
く
し
て
話
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
人
と
お
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
一
番
に
学
ん
だ

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
体
験
は
私
に
と
っ
て
良
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
も
っ
と
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
将

来
、
福
祉
に
か
か
わ
る
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

　
11
月
22
日（
金
）に
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル（
前
橋
市
民
文
化

会
館
）に
て
、
令
和
元
年
度
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、

被
表
彰
者
及
び
多
く
の
福
祉
関
係
者
が
参
加
し
、
午
前
中
の
医
療

型
短
期
入
所
施
設
「
も
み
じ
の
家
」
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
内
多

勝
康
氏
の
「
医
療
ケ
ア
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
、
学
び
た

い
」
と
題
し
た
記
念
講
演
と
午
後
の
式
典
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
、
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
課
題
解
決
に
向
け
た
決
意
を
決
議

し
、
気
持
ち
を
新
た
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
昭
和
村
関
係
者
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第２３回 福祉まつり第２３回 福祉まつり第２３回 福祉まつり

遺
族
の
会

　

      

靖
国
神
社
参
拝

遺
族
の
会

　

      

靖
国
神
社
参
拝

　
９
月
12
日（
木
）〜
13
日（
金
）

に
昭
和
村
遺
族
の
会
会
員
14
名

の
皆
さ
ん
が
靖
国
神
社
を
参
拝

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
御
霊

に
頭
を
下
げ
、
世
界
の
平
和
を

祈
念
し
、
二
度
と
忌
ま
わ
し
い

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
世
の
中
で

あ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
靖
国
神

社
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
次
回
開
催
は
令
和
３
年
度
に

な
り
ま
す
の
で
、
地
区
役
員
の

方
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

２
年
後
も
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
と

平
和
を
祈
念
し
参
拝
に
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

堤
　
陽
子

◎
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
〈
社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
の

　
　
　
　
役
職
員
功
労
者
表
彰
〉

◎
群
馬
県
知
事
表
彰

〈
社
会
福
祉
事
業
等
従
事
者
表
彰
〉

永
島
　
浩

（
社
会
福
祉
法
人
北
毛
清
流
会
　
た
け
の
こ
学
園
）

（
社
会
福
祉
法
人
北
毛
清
流
会
　
く
り
の
み
学
園
）

ヨーヨー釣り

福祉施設による出店

靖国神社神門にて

参加された皆さん
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※令和２年１月１日現在　※社会福祉協議会は独自の役員報酬規程及び給与規程を定め運用をしています。

適用級

人　数

定　数
配置数

５級

事務局長

１名以下
(１)名

４級
事務局
次　長

２名以下
１名

３級
係長
主査

若干名
７名

２級

主任

若干名
２名

１級
主　事
主事補
若干名
３名

２．職員数及び役職配置数 計14名

役職名
人　数

報酬額

理　事

日額
2,000円

会　長

日額
6,000円

監　事

日額
2,000円

実費弁償として
日額1,000円

評議員 委員会委員

１．役員配置及び報酬額

手当名称

通勤手当

支　給　内　容

通勤距離が2㎞以上の職員に支給。距離に応じ月額2,000～11,300円。

扶養手当

資格手当 福祉関係の国家資格等有資格者（管理職は除く）に支給。月額2,000円を限度。

管理職手当

特殊勤務手当

時間外勤務手当

期末勤勉手当 

６．手当の内訳

社会福祉士
５名

介護福祉士
７名

看護師
１名

精神保健福祉士
１名

介護支援専門員
５名

４．有資格者数

訓 告
0名

戒 告
0名

減 給
0名

降 任
0名

停 職
0名

降 給
0名

降 格
0名

解 雇
0名

５．懲戒処分（平成３１年１月１日～令和１年１２月３１日）延べ人数

平均年齢
平均給料月額

３．平均年齢及び平均給料月額

就業日
就業時間

７．就業日及び就業時間等

※実際の就業日及び就業時間は、上記を基本に各事業及び各業務
　の営業等に合わせて1ヶ月単位で定めています。

有給休暇
無給休暇

８．休暇の付与状況  

健康保険法の被扶養者のうち配偶者、子、父母のある職員に支給。配偶者・父母月額5,000円、子月額10,000円。

　
過
日
、
皆
さ
ま
に
お
願
い
を
し
た
令
和
元
年
度

社
会
福
祉
協
議
会
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
会
費
と
し
て
寄

せ
ら
れ
た
貴
重
な
浄
財
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

う
様
々
な
地
域
福
祉
事
業
に
役
立
て
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
会
費
（
村
内
各
世
帯
）

　
１
、０
０
０
円
×
１
、８
１
１
口
…
…
１
、８
１
１
、０
０
０
円

　
特
別
会
費（
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
を
す
る
個
人
、
団
体
及
び
施
設
）

　
５
、０
０
０
円
×
53
口
…
…
…
…
２
６
５
、０
０
０
円

　
４
、０
０
０
円
×
９
口
…
…
…
…
…
３
６
、０
０
０
円

　
賛
助
会
費
（
社
協
役
員
）

　
５
、０
０
０
円
×
11
口
…
…
…
…
…
５
５
、０
０
０
円

　
計 

２
、１
６
７
、０
０
０
円

※
特
別
会
員
の
ご
芳
名
記
載
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
会
費
納
入
の
お
礼

の
使
わ
れ
み
ち

募
金

社 協 だ よ り （第８５号）（８）令和２年１月２５日社 協 だ よ り（第８５号）（３） 令和２年１月２５日

11名１名 ２名 20～25名 若干名

43歳
269,470円

正規の勤務時間外に勤務を命ぜられた職員（管理職は除く）に支給。１時間あたりの給料月額の100分の125～160。  

6月1日及び12月1日に在職する職員に支給。給料月額及び扶養手当の月額の合計に100分の410を基
本に勤務成績等に応じ支給。

著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務に従事し、給与上特別な考慮が必要と
認められる職員に支給。手当の種類、範囲及び額は会長が定める。

管理又は監督の職にある職員（係長以上）に支給。給料月額の100分の4～10。

月曜日～金曜日、年末年始及び国民の祝日は休み 年次有給休暇、特別休暇、病気休暇、忌引休暇
育児休業、介護休業午前8時15分～午後5時15分　内休憩1時間

令
和
元
年
度 

理
事
会
報
告

● 

戸
別
募
金…

…
…

…
…

９
２
５
、
５
０
０
円

　
村
内
各
世
帯

● 

学
校
募
金…

…
…

…
…

…

３
６
、
５
１
１
円

　
昭
和
中
学
校
生
徒
、
東
小
学
校
児
童
、
南
小
学
校
児
童
、

　
大
河
原
小
学
校
児
童

● 

イ
ベ
ン
ト
募
金…

…
…

…

５
１
、
８
４
７
円

　
福
祉
ま
つ
り

● 

職
域
募
金…

…
…

…
…

…

７
９
、
１
２
４
円

　
子
育
保
育
園
職
員
、
く
り
の
み
学
園
職
員
、
た
け
の
こ

　
学
園
職
員
、
星
夜
の
森
学
舎
職
員
、
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
南

　
部
支
店
職
員
、
利
根
郡
信
用
金
庫
昭
和
支
店
職
員
、
昭

　
和
村
商
工
会
職
員
、
昭
和
村
役
場
職
員
、
昭
和
村
社
協

　
職
員

赤
い
羽
根
募
金

  

…
募
金
総
額 

１
、０
９
２
、９
８
２
円（
順
不
同
・
敬
称
略
）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

  

…
募
金
総
額
１
、５
９
０
、０
７
１
円
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

● 

戸
別
募
金…

…
…

…
…

８
８
４
、
２
０
０
円

　
村
内
各
世
帯

● 

職
域
募
金…

…
…

…
…

…

６
８
、
２
４
４
円

　
昭
和
村
役
場
職
員
、
昭
和
村
社
協
職
員
、
昭
和
中
学

校
教
職
員
、
東
小
学
校
教
職
員
、
南
小
学
校
教
職

員
、
大
河
原
小
学
校
教
職
員

● 

法
人
募
金…

…
…

…
…

５
５
３
、
０
０
０
円

　
藤
井
石
材
店
、
堤
商
店
、
西
澤
自
動
車
修
理
工

場
、
高
橋
商
運
㈲
、
山
本
製
麺
所
、
㈲
澤
浦
組
、

森
下
診
療
所
、
中
桑
酒
店
、
吉
野
石
油
、
川
端
商

店
、
㈲
昭
和
衛
生
社
、
兵
藤
建
設
㈱
、
㈱
カ
ー

ド
ッ
ク
大
利
根
、
㈱
北
毛
久
呂
保
、
㈱
北
毛
遠
藤

信
蔵
、
池
田
種
苗
㈱
、
豊
野
車
体
、
石
坂
建
設

㈱
、
㈲
諸
田
葬
祭
総
合
ギ
フ
ト
、
㈱
あ
か
ぎ
チ
キ

ン
、
高
和
建
設
㈲
、
藤
井
電
設
、
㈱
加
藤
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
利
根
郡
信
用
金
庫
昭
和
支
店
、
ワ
ー
ナ

テ
ッ
ク
㈱
昭
和
工
場
、
美
角
屋
商
店
、
ピ
ー
ス

オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
北
伸
運
輸
㈲
、
㈱
高
橋
舗

道
、
㈱
山
後
工
務
店
、
石
井
商
店
、
石
井
建
設

㈱
、
篠
田
商
店
、
㈱
治
田
造
園
土
木
、
髙
橋
モ
ー

タ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
赤
城
ス
ト
ア
ー
、
松
井
商

店
、
高
原
オ
ー
ト
、
吉
野
牧
場
、
ア
ル
フ
ァ
オ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
、
㈱
タ
ウ
ザ
ン
ト
ヴ
ァ
ル
ト
、
グ

リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
㈱
、
グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱
、
竹
之

内
板
金
、
澤
浦
美
容
室
、
昭
和
ス
レ
ー
ト
、
茂
木

内
装
、
橋
本
理
容
所
、
萩
原
自
動
車
修
理
工
場
、

㈱
ヤ
マ
ダ
イ
フ
ー
ズ
、
河
内
屋
菓
子
店
㈲
、
㈱
ナ

カ
ム
ラ
、
㈱
マ
ル
キ
ホ
ー
ム
ズ
、
㈲
コ
ト
ブ
キ
印

刷
、
立
正
佼
成
会
沼
田
教
会
、
壱
乃
蔵
、
今
成
歯

科
医
院
、
す
ー
ぱ
ー
こ
い
け
昭
和
店
、
原
沢
接
骨

院
、
ホ
ワ
イ
ト
急
便
す
ー
ぱ
ー
こ
い
け
昭
和
店
、

三
誠
ク
リ
ー
ン
㈱

● 

個
人
募
金…

…
…

…
…

…

６
０
、
０
０
０
円

　
開
拓
者
の
一
人
（
匿
名
希
望
）
、
若
山
貴
一

● 

そ
の
他
の
募
金…

…
…

…

２
４
、
６
２
７
円

　
奥
利
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
子
育
保
育
園
発
表
会
観
覧

者

第
３
回
　
令
和
元
年
12
月
13
日
開
催

議
案
第
１
号
　
評
議
員
選
任
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て…

全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
伴
う
評
議

　
　
　
　
　
　
員
８
名
の
辞
任
に
よ
り
後
任
者
を
評
議
員
選

　
　
　
　
　
　
任
・
解
任
委
員
会
に
推
薦
を
す
る
も
の

議
案
第
２
号
　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て…

全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
２
名
の
欠
員
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
後
任
者
を
選
任
す
る
も
の

議
案
第
３
号
　
令
和
元
年
度
第
４
回
理
事
会
決
議
事
項（
書
面
議
決
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　…

全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
度
第
４
回
理
事
会
を
書
面
に
お
い

　
　
　
　
　
　
て
決
議
を
す
る
た
め
の
も
の

　第
４
回
　
書
面
議
決
　
令
和
元
年
12
月
24
日
付

議
案
第
１
号
　
副
会
長
の
選
定
に
つ
い
て…

全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
副
会
長
に
布
施
廣
一  

理
事（
民
生
委
員
児
童

　
　
　
　
　
　
委
員
協
議
会
長
）を
選
定
す
る
も
の

東小学校児童様

昭和中学校生徒様

　
赤
い
羽
根
募
金
は
群
馬
県
共
同
募

金
会
よ
り
県
内
の
福
祉
施
設
や
福
祉

団
体
に
配
分
さ
れ
、
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
は
群
馬
県
共
同
募
金
会
よ
り

全
額
が
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分

さ
れ
地
域
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
募
金

は
、
身
近
な
地
域
の
福
祉
活
動
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
村
で
は
…

○
赤
い
羽
根
募
金

　
敬
老
祝
品
の
贈
呈
、
オ
ム
ツ
給

付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、

福
祉
ま
つ
り
の
開
催
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
福
祉
作
文
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど

○
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
オ
ム
ツ
給
付
、
お
せ
ち
料
理
の
配

達
、
出
産
祝
品
の
贈
呈
、
障
害
者
施

設
へ
の
助
成
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。



台
風

15 
号
及
び
台
風

19 
号 

災
害
の
対
応
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

 

１
．
台
風
15
号
の
対
応
に
つ
い
て

　10
月
５
日（
土
） 

● 

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
要
請
で
千
葉
県
君
津
市
災
害

　
〜
９
日（
水
）　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
職
員
を
１
名
派
遣

　

 

２
．
台
風
19
号
の
対
応
に
つ
い
て

　10
月
16
日（
水
） 

● 

群
馬
県
富
岡
市
で
７
名
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
21
日（
月
） 

● 

栃
木
県
鹿
沼
市
で
１
名
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

11
月
１
日（
金
） 

● 

職
員
２
名
が
栃
木
県
佐
野
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
〜
３
日（
日
）　
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
る

　
　
２
日（
土
） 

● 

栃
木
県
佐
野
市
で
３
名
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
９
日（
土
） 

● 

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会（
介
護
福
祉
士
会
）の
要
請
で
ぐ

　
〜
13
日（
水
）　
ん
ま
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ（
群
馬
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
長
野
県
長
野
市
内
の
避
難
所
に
職
員
１
名
を
派
遣

　
　
19
日（
火
） 

● 

佐
野
市
で
１
名
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
22
日（
金
） 

● 

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
要
請
で
栃
木
県
佐
野
市
災

　
〜
26
日（
火
）　
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
職
員
１
名
を
派
遣

　社会福祉協議会ではペットボトルのキャップを集
めることにより、発展途上国の子ども達にワクチン
を届けるボランティア活動を通じ、地球の環境保全
と世界の子ども達の命を守ろうというエコキャップ
推進運動に取り組んでいます。

～ご協力ありがとうございました～9月～
12月分

累計 2,705㌔（約1,163,150個）
ワクチン 912.9人分

98㌔
（約42，140個）

ワクチン9.8人分 

エコキャップの

収集報告

昭和の湯 玄関左横で
随時 受け付けて
おります

【
役
員
人
事
】

令
和
元
年
度

共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

令
和
元
年
度

共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

　
共
同
募
金
運
動
は
、
毎
年
１
回
、
決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
、
民
間
社
会
福
祉
の
推

進
を
目
的
と
し
て
広
く
募
集
す
る
こ
と
で
、
「
共
同
募
金
会
」
が
寄
付
金
の
募
集
・

管
理
・
配
分
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
浄
財
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　　
共
同
募
金
に
は

・
一
般
募
金
（
赤
い
羽
根
募
金
）
　

10
月
１
日
〜
3
月
31
日

・
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　
　

12
月
１
日
〜
12
月
31
日

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　

12
月
１
日
〜
12
月
31
日

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　　
募
金
方
法
は
、
戸
別
募
金
・
法
人
募
金
・
学
校
募
金
・

職
域
募
金
・
イ
ベ
ン
ト
募
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
共
同
募
金
会
昭
和
村
支
会
で
行
っ
た
「
赤
い
羽
根
募

金
」
及
び「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
で
は
、
村
民
の
皆

さ
ま
を
始
め
、
村
内
企
業
・
福
祉
関
係
者
の
方
々
の
心
温

ま
る
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
募
金
運
動
に
際
し
ま
し
て
、
民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
・
区
長
さ
ん
・
地

区
役
員
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
ら
か
異
常
気
象
現
象
が

日
本
、
そ
し
て
世
界
的
に
問
題
視
さ
れ
、
豪
雨
、
林
野
火
災
、
高

潮
等
、
人
々
の
生
活
圏
に
も
影
響
と
被
害
を
及
ぼ
す
災
害
と
言
え

る
現
象
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
令
和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昨
年
は
、
台
風
の
暴

風
雨
に
よ
り
甚
大
な
災
害
が
国
内
で
発
生
し
、
昭
和
村
に
お
い
て

も
６
月
の
豪
雨
に
よ
る
爪
痕
を
残
し
た
年
明
け
と
な
っ
た
こ
と

に
、
早
期
の
復
興
と
被
災
地
の
皆
さ
ま
に
温
か
い
春
を
迎
え
る
頃

に
は
笑
顔
が
戻
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
構
造
も
少
子
高
齢
化
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
な

ど
、
地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
も
多
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
地
域
福
祉
を
担
う
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
そ

の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
昭
和
村
と
の
協
働
で
「
地
域
福
祉

計
画
」
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
基
づ
く
、
行
動
と
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本
年
も
地
域
住
民
の
助
け
合
い
・
支
え

合
い
に
よ
る
「
誰
も
が
幸
せ
に
」
暮
ら
せ
る
福
祉
の
村
づ
く
り
の

た
め
に
役
職
員
一
同
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
新
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
令
和
の
時
代
に
多
く
の
笑
顔
が
昭
和
村

に
木
霊
す
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人

　

 

昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長

新

　木

　敬

　司

（第８５号）（２）令和２年１月２５日（第８５号）（９） 令和２年１月２５日

◆
令
和
元
年
11
月
30
日
付
退
任…

…
…

…

　
理 

事
（
副
会
長
）
　
星
野

　透

　
　
　
　
（
前
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
）

◆
令
和
元
年
12
月
24
日
付
就
任…

…
…

…

　
理 

事
（
副
会
長
）
　
布
施
廣
一

　
　
　
　
（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
）

【
職
員
人
事
】

◆
令
和
元
年
10
月
１
日
付…

…
…

…

  

■
総
務
係

　
主
事
補  

中
島
知
里（
新
採
用
）

  

■
通
所
介
護
係

　
主
　
事 

永
井
宏
幸（
新
採
用
）

　
主
事
補 

阿
部
美
子（
新
採
用
）

　
11
月
24
日（
日
）子
ど
も
達
の
社
会
福
祉
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
高
め
、
学
年
や
学
校
を
超
え
た
仲
間

と
の
出
会
い
や
つ
な
が
り
、
将
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
福
祉
活
動
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
７
家
族
17

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
公
益
社
団
法

人
日
本
聴
導
犬
推
進
協
会
で
の
研
修
、
午
後
は
埼
玉

県
こ
ど
も
動
物
自
然
公
園
で
の
自
由
行
動
で
、
家
族

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
要
請
等
に
よ
り
各
地
に
職
員
を
派

遣
し
ま
し
た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
係
わ
り
、
地
域
の
方

の
困
り
ご
と
の
調
査
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
と
い

っ
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
個
人
宅
の

床
下
汚
泥
撤
去
や
土
砂
の
運
搬
を
行
い
ま
し
た
。

永井　宏幸

令
和

募 金

PR犬ジローくんと記念撮影

昭和の湯情報
　
昭
和
の
湯
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
様
、
昭
和
歌
謡

会
様
、
ス
タ
ジ
オ
・
ガ
ク
様
な
ど
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
、
お
茶
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
も
来
館
さ
れ
る
方
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。昭和歌謡会様

「カラオケ大会・発表会」

スタジオ・ガク様
「令和弥生の席」

カラオケ友の会様
「発表会」阿部　美子

中島　知里

社 協 だ よ り社 協 だ よ り



善 意 銀 行
社協に寄せられた善意の心 ありがとうございます

（9月～12月）

㈱
新
鮮
便 

様

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　

協
議
会（
福
祉
バ
ザ
ー
）様

藤
森
工
業
㈱ 

様

味
の
素
　
　
　
　
　  

フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
㈱ 

様

あい…Ｉ（わたし）・愛情・助け合い・支えあい

ゆう…Ｙｏｕ（あなた）・友情・優しい

ヒント：災○ボラ○ティア○ンター

〒379－1203　昭和村大字糸井６２４番地
昭和村社会福祉協議会「社協だより係」まで

・官製ハガキに答え、住所、氏名、年齢、職業、
　社協へのご意見･ご質問等を必ず書いて送って下さい。
・昭和村居住、勤務の方に限ります。
・正解者の中から３名の方に「昭和の湯」
　利用回数券（２，０００円券）を差し上げます。
・発表は発送に替えさせていただきます。
・締め切りは２月２８日（金）  ※当日消印有効

前号の答えは『ソーシャルワーカー』でした

あて先

応募規定

昭和の湯HP　http://higaerionsen.jp/showanoyu/
昭和の湯フェイスブック　https://www.facebook.com/showanoyu

（第８５号）（１０）令和２年１月２５日

ちょっと一言・・・

社会福祉協議会総務係

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

　
皆
さ
ん
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
は
ご
存
知
で
す
か
。
内
科
を
受

診
し
た
時
に
医
師
よ
り
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
せ
ず

に
咳
・
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
２
〜
３
メ
ー
ト
ル
飛

ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

●
　

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
が
無
い
場
合
は
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、
顔
を
他
の
人
に
は
向
け

ず
に
、
で
き
れ
ば
１
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

　

●
　

使
用
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
フ
タ
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し

ょ
う
。

　

●
　

咳
・
く
し
ゃ
み
を
抑
え
た
手
、
鼻
を
か
ん
だ
手
は
直
ち
に
洗

い
ま
し
ょ
う
。

　

●
　

マ
ス
ク
の
着
用
は
説
明
書
を
読
ん
で
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
感
染
症
の
時
期
で
す
の
で
、
う
が
い
、
手
洗
い
を
し
て
体
調

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

　災害が起こった時、被災者がボランティアの方々の
力を借りて、一日でも早く安心した生活を取り戻され
ることを目的に設置されます。地域住民や関係機関と
協力しながら「ボランティアの力を借りたい」という
被災者の思いと、「被災者の力になりたい」というボラ
ンティアの方々の思いをつなぎ、被災された地域が少
しでも早く元気になるような支援や作業を行います。

第85号
令和２年１月25日

〒379－1203 群馬県利根郡昭和村大字糸井624番地
TEL 0278－20－1126　FAX 0278－24－5161
E－mail  showa-shakyou.1.10.2＠bz01.plala.or.jp
ホームページアドレス  http://www.showa-shakyo.jp

社会福祉法人
昭和村社会福祉協議会

社協だより

　１０月６日（日）福祉を身近に感じ理解と認識を深めていただくことを目的に、昭和の秋まつりに合わ
せ福祉まつりを開催しました。この催しは福祉団体・福祉施設及び関係各位の協力を得て開催するもの
で、今回で２３回目となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※４頁に詳細を掲載

　１０月６日（日）福祉を身近に感じ理解と認識を深めていただくことを目的に、昭和の秋まつりに合わ
せ福祉まつりを開催しました。この催しは福祉団体・福祉施設及び関係各位の協力を得て開催するもの
で、今回で２３回目となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※４頁に詳細を掲載

基本理念
（平成２５年４月１日制定） 

私たちは、地域福祉を推進するために、地域の皆さんや関係機関と協力しあい、「誰もが幸せに」暮らせる福祉の村づくりを目指します。

昭
和
村
老
人
ク
ラ
ブ
　 

連
合
会（
一
円
玉
募
金
）様

横
浜
市
少
年
自
然
の
家
　 

赤
城
林
間
学
園 

様

昭
和
村
そ
ば
生
産
組
合 

様

昭
和
村
　
　
　
　  

商
工
会
青
年
部 

様

昭
和
村
商
工
会 

様

昭
和
村
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

連
合
会 
様

ち
び
っ
こ
商
店
街 

様

加
藤
米
子 

様

昭
和
村
舞
踊
協
会 

様

社 協 だ よ り

パラスポーツ体験
 （ボッチャ）

パラスポーツ体験
 （ボッチャ）

薬物乱用防止

   啓発活動 福祉バザー

赤い羽根募金活動

福祉用具体験

パラスポーツ体験

 （車
いすバスケット）

一、金　　１２，０００円 … 藤森工業（株） 様
一、金　　１０，０００円 … （株）新鮮便 様
一、金　１３０，４００円 … 味の素ファインテクノ（株） 様
一、金　３３４，９７５円 … 昭和村ボランティア協議会(福祉バザー) 様
一、金　　１０，０００円 … 昭和村農業委員会 様
一、金　　５０，０００円 … 昭和村ふるさと大使 小嶌美智子 様
一、金　１５０，７５５円 … 昭和村舞踊協会 様
一、金　２００，０００円 … 昭和村ゴルフクラブ連合会 様
一、金　 　 ３，８３２円 … ちびっこ商店街 様
一、金　　１０，０６８円 … 昭和村商工会青年部 様
一、金　 　 ６，８０４円 … 昭和村商工会 様
一、金　　１０，０００円 … 昭和村そば生産組合 様
一、金　 　 ８，１５０円 … 横浜市少年自然の家 赤城林間学園 様
一、金　　９０，７９６円 … 昭和村老人クラブ連合会(一円玉募金) 様
一、金　　　5，000円 … 加藤米子 様
一、金　　　5，000円 … オパールかき氷屋 様


